
耕地雑草群落に関する実験的研究 (1)

笠原 安 夫

1. 緒 言

自然の生物群集(naturalcommunity)の生活は各構成種の偲体群(population)を基本

として成立している.種の具体的なあり方は個体群としてであって，そこで始めて個体維

持ならびに種族維持の生活が営まれる. OOUM (1956)によれば，個体群はある特定の場

所を占めている同種，または密接にむすびついた幾つかの種に属する個体と定義される.

いくつかの植物種類群の集。が植物群落であち，その群落構造の単位は形態的な諸性質を

とおして統計的な操作によって認識されるものであって，群落の分析的性質には構成種の

種類組成，生活型組成，頻度，被度，数度，種類および個体密度(平均面積)，立毛生産量

(重量)，群度，分散度(確率，規則， 集中分布)，階層〈草丈)，活力度，綜合的性質に

は恒存度(常在度)，適合度(標微種，伴生種，偶生種〉優占度などがある. また，群落

の相観は主に優占種の生活型によってきまる.移動できない植物がその生活を全うするた

めには，それぞれの立地の気候，土援の性質などの生活環境に対して自己の生活に都合の

よいような形態や構造にかえて環境に適応しなければならない.この環境に適応した形質

としての植物形態類型を生活型と呼んでいる. また一般には，自然の植物群落の遷移は裸

地→一年生草本→多年生革本→溜木→陽樹林→陰樹林のような気候的極相の方向に安定化

していく.これに対して，地形とか土嬢水分とかの条件が，その気候的極相を発展させな

いようなところでは土地極相として撚るという.

雑草群落は耕地およびその周縁地の半自生植物群落をいうのであって，普通は一作物下

に数種以上の雑草が混生している.人は意識して古来から作物の生育を害する雑草群の除

去に努めて来たが，またその反面において，無意識のうちに裸地の耕地環境に適応した種

を雑草として残して保護し，移動伝矯の仲介役をもっている.よく管理した耕地というの

は植物群落の遷移の安定化の方向を防害して， 2次遷移の初期段階に止めておく姿であ

る.すなわち，耕地はたびたび耕され除草される. そのため雑草として残ち得る種は裸

地，陽地に適し比較的短期間に生育を全うし，種子を残す一年生草本か，または，耕起の

ために，切断された根や茎がその強い再生力によって，かえって繁殖の助けとなるような

多年生草本の種類が残され混生している.群落構成の各種の雑草個体はお互に生活空聞を

確保し，運奪い合い，または，協力して生活をつづけている.この場合個体維持および繁殖

能力の大きい種に属する個体が最も多数を占め，また生産量が大きし、，維持力の弱い種に

属する個体群のそれらが小さいと考えられる.農家は古来から作物をよちよく育てるた

め，その雑草の除去に努めて来た.しかし，今月に至るまで雑草群の繁茂が劣ろえている

傾向は認められない.最近において，薬剤除草，動力耕転機の普及は除草労働を軽減しつ

つある.しかし，より合理的な雑草防除法の確立には雑草群落の構造，発達の季節的消長

を知り，その基礎の上に綜合的防除対策をとることが必要である.それにも拘らず，日本
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では耕地雑草群落の研究は国武 (1952)，姻)11，宮脇 (1954)，清水(1955)，沼田，山弁
(l955~'56)，桑原(1956-'57)，荒井，片岡(1958) などがあるに過ぎない.

気温，降雨量，地形，土質，乾湿などの自然条件が，その雑草種類群の発生に犬きく影響

することは，先に，著者(1951~'59) が報告した本邦雑草種類の地理的分布表においても

知ることが出来る.しかし，さらに雑草群落に大きな影響は人工的な栽培管理条件，すな

わち，栽植する作物種類，溝排水の良否，施肥の種類，多少，なかでも，耕起，中耕の時

期，回数との関係である.なんとなれば，これらの作業は既成雑草群落を一挙に破壊し，

裸地とし〈中耕では陛聞を)， その裸地とする時期はそのときの自然条件とあいまって，

次の群落の出発点となり，その群落構成種，生活型組成，種の優劣関係をもかえる.まずこ

群落量および各構成種の生産量は耕起の時期と耕起から耕起までの期聞がきわめて大きく

影響する.そして，裸地に早くとゆついた優占種と後からの優占種とが交代を許されるか

許きれないかもこの期間の長短にかかっている.普通には一作物下で優占種の交代するま

第 1表 a 当農業生物研究所に於ける気温，降雨量

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

10 
時
の
気
温

(・C)

1949年 6.2 8.1 8.1 12.6 19.2 22.5 27.2 28.5 25.0 18.0 12.8 7.9 

1950 

1951 

1952 

1953 

5ヶ年の平均
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0.9 2.6 1.7 

1.8 1.4 2.2 

2.1 2.4 

1952 0.2 

1953 -0.8 
(・C)
5ヶ年の平均 0.4 

0.03 2.5 

0.03 2.8 

1949 25.5 39.0 84.6 66.6 93.8266.9 67.1 70.4 188.2 123.3 57.5 101.4 

降 1950 155.3 46.9 65.1 133.3 124.1 162.8 12.6 91.6 206.4 84.1 127.2 22.9 

雨 1951 44.4 59.4 79.7 125.3 139.2 67.1 308.1 4.0 98.4 63.1 65.3 35.1 

量 1952 64.3 73.4 89.5 135.7 98.9149.8361.6 56.9 91.8 52.3 91.7 8.4 

1953 23.6 56.0 73.9 40.2185.3395.8235.4 38.9 295.2 38.5 61.0 53.5 
(11111) 
5ヶ年の平均 62.6 54.9 78.6 1∞.2128.3208.5 197.0 52.4 176.0 72.3 80.5 44.3 
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でも長い期間にわたって除草や中耕を放任することはないので，放棄畑以外では優占種の

交替現象は見られない.したがって，耕地雑草の群落研究には，まず耕起，中耕の時期，

回数がどのように雑草群落の構造の発達，i首長，破壊に関係しているか，まず，それを実

験的に確かめることが先決的な重要な課題と考えられる.著者はこの観点から1949年以

来，数回にわたって， 裸地圃〈無作物下)，つぎに，作物下(水稲，陸稲，小麦，甘藷，

ジャガイモ〕で，その耕起，中耕の時期，回数をいろいろに組合せた区をつくり，発生する

雑草群落の種類組成，種数一面積関係，被度，生活型組成，個体密度，種類別の重量，掌

高，主な構成種およびその個体の分布型，発芽，生育，開花，結実の時期，中途枯死率，

群落の季節的推移をしらペ，裸地聞と作物下の群落量，群落型の比較をなした.その結果

から雑草群落は同じ土地でおたがいに半ば独立，半ば依存的な関係をもっ個々の構成種の

個体群が重なちあう連続的構造と考えられた，ことにそれらを報告したい.
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作物，雑草の生育に関係の大きい群落内

のミクロ気象の担IJ定を欠いだのは遺憾であ

るが，第1表，当地の気温一当研究所設置

の百葉箱の(午前10時，最高，最低)と降

水量ーならびに岡山測候所(第1図)，同

倉敷観測所の平年(1891......1950年〕の気

温，草上最低気温，地面温度，地中温度

〈地下O.lm)，降雨量，降霜日数，日照時

間〈岡山県気象60年報よち)を記載した.
9101112 7 8 6 J! 

岡山の平年気象(気象60年史より〉第1図

山地方の平年気象岡b 第 1表

12月

10時の気温。C 3.5 3.9 6.9 12.6 17.3 21.6 26.0 26.9 22.9 16.5 10.7 5.7 

平最高気温。C 8.5 8.9 12.2 18.2 22.8 26.3 30.3 31.7 27.6 21.9 16.5 11.0 

年雲低気温。C-0.7 -0.6 2.0 7.3ω17.3 22.3 23.0 19.0山口1.2

気主最低気温。C -3・8-3.5 -0・5 4.9 9・715・420・621・417・1 9・1 3.0 -1.9 

地中温度 。C 4.2 4.9 8.5 14.0 19.4 23.3 28.0 29.1 25.2 18.5 12.5 7.0 

象地面温度。C 3.6 4.6 8.4 14.4 19.5 23.8 28.2 29.8 24.9 17.8 11.4 5.8 

両降雨量 mm 34.6 47.4 86.3 94.71∞.1 160.8 135.0 89.8 154.1 98.6 55.2 38.4 
己霜日数日 20.7 17.4 12.5 3.1 0.1 0.2 7.0 18.2 

日照時間時 164.8161.2 196.9 214.0 234.2 197.8241.5 262.1 186.5 191.3175.9 164.4 

11月10月9月8月7月6月5JJ 4月3月2月1月
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fIf. 雑草群落の種数一面積関係

雑草群落調査にあたって標本として取るべき面積の大きさはどの位にすべきか，それに

は，まず，植物群落の最小面積 (minimalarea)の問題がある.最小面積には種数一面積

曲線 (species-areacurves，スイスの ZuRICH-MoNTPELLIER学派〕と頻度分布曲線 (fre-

quency・distributioncurves，スエーデンの UPPSALA学派)に基づくが，前者は標本面積

が大きくなると面積内の種類数が次第に増加する.その増加率は始め急激で後にはだんだ

んとゆるやかにな仇一定数になれば増加しなくなる.この関係をY軸に種類.X軸に面
積をとると曲線はA点で最大に遣する.A点の種類を最小種数，面積を最小面積として，

その群落特有のものとした.後者は RAUNKIAER(1918)が権の大きさを増せば高い頻度

をもっ種類の割合が増すことが期待できるとし，頻度分布の法則(頻度率)law of dist-

ribution of frequenciesを提唱した.その後，この方法はスエーデンの UPPSALA学派の

標本調査としての権法 (quadratmethod)の採用となった.同法は DuRIETZを中心とし

たが，氏は恒存種の頻度曲線が 90%に達する最初の面積を最小面積とした.しかし，中野

(1944)はこの DuRIEπ の頻度曲線による最小面積の決定は北欧のような1.2の優占

種がはっきりしている単純な群落ではよいが，日本のような種類数の多い群落では適当で

ないとしている.その後，前者の種数一面積曲線について CAI河(1938)はY軸の種数およ

びX軸の面積の増加率の曲線に10%の切線を引き， この切点のあらわす面積を最小面積

とした.しかし. RICEおよび KELTING(1955)は CAINの10%点は樫数の増加ととも

に移動するので10%というのは指標としての価値に疑問をもっている.また ARCHIBALD

(1949)は群落の総種数の 50%をもっ面積が植物群落の特有の面積であると考えて 50% 

面積をXsoと呼んでいる. HOPKINS (1955)の種数一対数面積 (species-logarea)の調査で

は小面積のときは面積の増加に伴う種数の増加は僅少で，傾斜はゆるやかだが，大面積で

は急に傾斜して，殆んど直線を示すと述べた.つぎに，調査桓 (quadrator sampIing plot) 

の大きさについては CURTISおよび MCINTOSH(1950)は平均面積 (M)の2倍の方形

権が適当な面積 (2M)とし，沼田，依田(1955)は群落調査の単位権の大きさは最小面

積の1/10-1/20がよいとし、う.

1.調査方法

当所内において 1952年の麦作後の夏作を休開放任した畑地と，夏作に大豆，陸稲を作付

けた畑地の雑草について. 100cm2区劃の 1m2樫で雑草の種類と被度，数度，および優

占度と，一部は平均個体数を調べた.その結果は第2-3表のようであ札同表によゆ種

数一面積曲線ならびに CAINの方法による種数一面積曲線の 10%点の折線を描いて最小

面積を求めれば第2図のようになった.

2. 試験成績

陸稲畑では(表省略〉メヒシパ，ハキダメギクの被度が最も大きく，それらが優占種で

次優占種はスベリヒユ，タカサプロウ，コゴメガヤツリであり，この群落の種数一面積曲

線の費曲点を CAIN法による 10%切点をとれば，第2図aのようにその最小面積は約1m2

であった.また，第2表の大豆畑では大豆，メヒシパが優占種で，次優占種はスベりヒユ，

コヒルガオ，コゴメガヤツリであ砂，第2図bのように CAIN法によるとの群落の最小面
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第 2表 大豆畑の雑草群落の平均被度と頻度(1952年8月9日〉

雑草名

大豆

メヒ合， "、
コヒルガオ

スベリヒユ

コゴメカ.ヤツリ

ヨ モ

イヌピユ

トキンソウ

エノキグサ

エノヨログザ

ヨニシキソウ

ハマスゲ

イヌピユ

イヌタデ

イヌガラ・ン

タカサプロウ

ヒデリコ

チドメグサ

アゼナ

ザクロソウ

スギナ

ハキダメギタ

ギ γ ギシ

コイ買カ・ラシ

キウリグサ

アカザ

アゼガヤ

オヒシハ

m
肩阻止

c
-4'
't
 

n
u
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×

-
m
一被
度

山-
係

3.2 1∞ 
3.2 100 

1.8 100 

3.0 100 

1.4 100 

1.2 100 

0.8 100 

0.8 100 

1.2 100 

+ 80 
+ '80 

+ 20 
0.8 80 

+ 40 
+ 40 
+ 60 
+ 80 
+ 20 
+ 40 

+ 40 
+ 40 
+ 20 
+ 40 
+ 40 
+ 40 

2x2m 

被頻
度 度

ギ

係 属

3.0 60 3.0 100 

3.2 100 2.6 1∞ 
1.2 80 1.6 100 

2.0 80 2.8 100 

1.2 100 1.4 100 

+ 20 0.8 80 

0.8 40 1.4 100 

0.8 100 0.8 100 

0.6 60 1.0 1∞ 
+ 40 

+ 20 0.6 80 
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アオピユ + 20 
全種数 15. 21. 25. 25. 29. 

平均種数 8.2 14.0 15.6 18.2 20.0 

0.6 60 1.0 80 

+ 20 + 40 

+ 20 + 60 

+ 40 + 60 

+ 20 

+ 20 
+ 20 
+ 20 
+ 20 

+ 20 
+ 60 

備考各区5権平均

+=0.5%以下. 1 =1/1∞-1/20. 2 =1/20-1/4. 3 =1/4-1/2. 
4 =1/2-3/4. 5 =3/4-4/4. 

積もまた 1m2と見られる.第3表の裸地圃ではメヒシパが優占種でハマスゲ，エノキグ

ザ，イヌピュが次優占種であち，第2図 Cのようにこの群落の 10%点は 1.5m2であった.

これらの測定全面積は裸地圃では 25m2，大豆畑では 9m2• 陸相畑では 6m2 であったが，
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第 3表 棟地闘の雑草群落の優占度と頻度(1952年9月10日〉

cm cm cm m 1.5 m m m m 冨1 cm 
10x10 20x20 50x50 1x1 x1.5 2x2 3x3 4x4 5x5 50x50 

雑 草 名

P 度度F度度F度度F度度度F度度F度度F度F度度度F度τ散
メ ヒ 古〆 パ 4 8~ 4品 41品 41a41品 41品 51a51品 51d845
エノキグサ 100 1 ro 2100 2100 2100 21∞2 1∞2 100 2 100 10.9 
，、 '司F ス ゲ 1 50 2 90 2 100 2 100 2 100 2 100 3 100 3 1∞2 90 58.4 
トキ γ ソウ+ 10 + 10 + 40 1 90 1 1∞1 1∞1 1∞1 1∞1 1∞2.6 
イ ヌ ピ ユ+30 1 50 1 100 2 1∞1 100 2 1∞2 100 2 100 2 1叩 0.7
ハナイパナ+10 + 40 1 1∞1 1∞1 100 1 1∞1 1∞1 100 1 1∞4.4 
イ ヌ タ デ+10 + 40 + 70 1 90 1 100 1 100 1 1ω1 1∞1 100 1.9 
コニジキソウ+ 10 + 30 + 30 + 40 1 70 1 1∞1 1∞1 1∞1 1∞0.4 
タカサプロウ+ 10 + 20 + 40 1 70 1 90 1 80 2 90 2 1∞2 100 1.3 
スベリヒユ+ 10 + 10 + 40 1 90 1 100 1 1∞1 100 1 100 1 1∞2.1 
コゴメガヤツリ + 10 1 90 1 100 1 100 1 1∞1 100 1 1∞1 100 4.0 
コヒルガオ + 10 + 10 + 10 + 40 + 30 1 00 1 70 1 1∞0.3 
イヌガラジ + 10 + 50 + 40 + 40 1 70 1 80 1 80 1 80 1.3 

エノヨログサ + 10 + 40 1 80 1 90 1 100 1 1∞1 1∞0.3 
ス ギ ナ + 20 1 50 1 60 1 50 1 60 1 60 1 00 0.1 

ザ p ロソウ + 30 ・ト 40 1 30 + 50 + 50 1 60 1 60 0.4 

カ タ ，、. 、、. + 20+ 30+ 30 ・ト 40 + 50 + 50 1 70 0.3 

イ ヌ ピ ::r. + 40 1 60 1 60 1 70 1 80 1 1∞1 1∞0.7 
ア ゼ ナ + 30 + 30 + 30 + 30 + 50 1 60 1 60 0.4 

オ ヒ γ 2、. + 10 + 40 + 10 ・ト 10 + 10 + 20 + 30 0.4 

ア オ ピ :L + 20 + 10 + 30 1 50 1 90 

イノコヅチ + 10 + 10 + 10 + 10 + 10 

ヒメムカジヨモギ + 10 + 10 + 20 + 30 + 30 

エワホコリ + 10 + 10 + 30 + 30 ・ト 40 

イヌノフグリ +20+30 ・ト 60 + 30 

ホトケノザ + 10 + 10 + 10 

ノ ザ ‘ン + 10 + 10 + 10 

ヒ デ リ コ + 10 + 40 + 40 

アレチノギタ + 10 + 10 

ムラサキサギゴケ 十 10+ 10 

コイヌガラシ 十 20+ 20 

キウリグサ + 10 + 10 

チジャ + 10 
全種数 10 13 20 20 24 24 28 32 33 

平均種数 (2.8) (4.8) (10.3) (12.9) (14.9) (15.9) (17.8) (19.9) (21.0) 

生重量 g 一一 268 963 1894 3385 7665 

備考 各区10権平均.ハマスゲの個体は連続している.

優占度H ・H ・+=少数で被度は非常に低い. 1 =多数であって被度が低いか，またはかな

り少数であるが被度の高いもの. 2 =非常に多数であるか，または少なくとも測定面積

の1/20以上を被うもの. 3.=個体数任意，被度1/4-1/2. 4 =個体数任意，被度1/2

-3/4. 5 =個体数任意，被度3/4以上.
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その総種数と平均種数はそれぞれ裸地33と21種，大豆畑29と20種，陸稲畑では28と21

種であった.これらの群落はいずれも調査面積の大きいほど種類数も大きいが，一定以上

はほぼ平行線が得られ， その 10%点も大体安定と見てよい.それら3例の最小面積を平

均すればほぼ 1m2附近にあると見られた.しかし，このスイス式の最小面積 1m2にお

いては頻度100%の種類が半数近くを占め， ・・陸 稲 畑

頻度を参照して優占種の想定はむずかしく， 20 

それらは調査面積としては大きすぎると考え

られた.一方，もしスエーデン式によって恒 10

存種の頻度が90%に達する最初の面積を最

小面積とすれば第2，3表から陸稲畑では10

x 10cm以下， 裸地闘では 20x20cmのきわ

めて小さい権となる. ARCHIBALDは調査総

種類の50%が現われる面積が群落の特有面積 20

というが. 50%面積はこの調査の大豆畑で

は50x50cm，陸稲では 10x10cm，裸地圃で

は50x50cmであった.また CURTIS らの2

xl lxl 2x2 

b.大豆畑

M法からとれば裸地聞の優占種であるメヒシ 0.6xO.6 1;:2 2x2 
パでは50x50cmにおける平均密度は550cm2

(25∞cm2-:-4.7…第3衰の個体数参照〉な
ので， 2M (平均面積の 2倍)は 1100cmに

その一辺が 33cmとなり， また，最小面積

の1/10および1/20の測定単位面積はこの裸

地闘では40x40cm以下，大豆，陸稲畑では

C. 裸 地国

2x3 (，・0

3x3 (川)

30x30cm以下となる. 1"'-1 2x2 3"3 4x4' Iix6(，，，) 

以上の方法から得られた結果を綜合すれば 第2図雑草群落の種数一面積曲線

耕地雑草の調査権の単位面積は大体 30x30cmの権で適当のように考えられる.まずこ，権

の数が問題となるが原野の植生調査では普通10縦以上がとられている. この耕地雑草の

研究から，各種類の頻度，また後述のように種および主な雑草種類の個体分布型がラ γダ

ム分布 (randomdistribution)であることから見て，かな9均一な群落なので， 5粧また

はこれ以下でもよいのではなL、かと考えられる.

lV. 裸地圃における耕起の時期，回数のちがい

が雑草群落の各構成種の個体数，重量にお

よ[ます影嘗

経験的に群落の相観は同一地区の圃場で同じ時期における観察も，耕起期日のちがし、に

よって大きくちがうことを知っている.ここに，まず，作物を栽植しない棟地囲の雑草群

落の構造と，耕起の時期回数との関係およびそれらの季節的推移を実験的に確めるたぬ，

1949年から 1953年まで， 5固にわたってつぎに記述する方法で，それぞれ設計した各調査

期日に一定面積内の構成雑草を各種類別に個体数，草高，生重量を調査し，また必要の場
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合は，各種別の被度を記入し， 冬作(秋播および春播小麦). 夏作(水稲〉に相当する期

間の各期の群落構造と，年聞の雑草群落構造の変化をしらベた.

1.試験方法

当研究所水田に設置した90x90cmの無底コンクリート権 (0.81m2)を24用いて，権

には水田よ切転換した畑土(第1回試験は転換3年目〉を入れて. 7--10月中旬まで湿潤

の畑状態.10月下旬から6月下旬まで水田裏麦作の畑状態で，次のように第1--5固にわ

たって試験を行った.

第1回試験……1948年秋にコ γクリート権内に土を入れておき，翌年2月17日に一応

深く耕起し，実験を開始し，第3図に見られるように各

期日 (0印〉に，各群落構成雑草を種類別に個体数，生 り市よ牛士汁伊川作~ザナ..

重量，生育状況について調査し，調査後はすぐ浅く耕起 玉三一o・~
ぷ，---T-i→ー

して，つぎの期日まで放任し，との調査，耕起の処理念

繰返した.1回耕(1)は土入から7月4日まで放置，2 事÷市

田耕区の (2)は土入れから約60日後の4月初日に耕 喜三主
起調査，以後約10日間隔で (3).(4)， (5). (6) 町制・嗣印刷

第3図 裸地圃第1回試験の耕
(7). (8). (9)区を設け，また3回耕区は各区とも

起及び雑草群落調査日
第2回目耕を4月20日に行い，それより 40日後の (10) (1949) 

5月30日に3回目の耕起調査を行い，以後10日間隔で調査する (11)(12)区を設けた.

各試験区とも最終調査は7月2日に行った.以上，各試験区は2区制，各期日の雑草群落

量は全権 (0.81m:りの雑草を1本1本抜取って調査した.

第2回試験……1950年2月23日に第1回試験に使ったコ γクリート権内の表土を約30

cmの厚さだけ取去って，第1回試験と同じ圃場の土(転換畑土〉を入れ，第4図のように

試験区を設けた.

1回耕区(1)2月23日の土入れからそのまま放任 同市Jlm九バ山lL・I・開制
百守育盲

し，約120日後の6月21日に.2回耕区の第2回目の調

査，耕起を5月2日と，それから10日ずつおくらす

(2).(3).(4).(5).(6)区と.3田耕区は第2回目耕

を5月2日と以後10日毎に期日をおくらし調査耕起す

る(7).(8). (9). (10)区と，また(11)5月12日，

6月1日.(12) 5月22日.6月1日を設け， 1--3田耕

とも 6月21日に最終調査を行い， 2区制，全陵(0.81m2)

の調査をなした.

第3回試験……この第3回試験の期間は1950年7月

1日から9月30日で大体水稲作の期聞に相当し， また

昨年までは周囲が転換畑であったが，本年から東隣りを

水稲田に還元した関係で試験全期聞が過湿状態となり，

8月10日頃には一時的に湛水状態になった. その調査

耕起は第5図のようである.

1回耕区(1)は9月30日まで放任し.2回耕区は土
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第4図 裸地圏第2回試験の耕
起及び雑草群落調査日

(1950) 
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第5図 裸地岡第3回試験の耕
起及び雑草群落調査日

(1950) 



入れからそれぞれ15日ずつおくれて調査， 耕起する (2)(3) (4) (5) (6)区と，

また3回耕区は第2回目の耕起を7月17日に行って，以後約半ヶ月ずつおそ〈した

(7) (8) (9) (0)区ならびに(11)の8月1日と 8月31日， (12)の8月16日と 9

月15日に， それぞれ調査耕起し，全区の最終調査を 9月30日に行なった. 2区制， こ

の第3回試験以後は調査権 (samplingplot)の大きさを900cm2とした(前述の種数一面

積関係の項参照). 

第4回試験……1950年10月5日に転換畑5年目の

土を使用し，畑状態で第6図のように調査，耕起し

た. 1回耕区の(1)は10月5日の土入れから翌年

の7月2日まで放任し， 2回耕区は第1回目の調査耕

起を 11 月 4 日から 30 日間隔で 1~6 ヶ月後に，それぞ

れ調査耕起する (2)，(3)， (4)， (5)， (6)， (7)， 
(8)， (9)を設けた.またそれぞれの間隔日数をち

がえた3回耕区(17)，(18)， (19)， 4回耕区 (20)，

(21) ， (22)， 5回耕区 (23)を設けた.なお， 11月4日

に土入れした2回耕区は， 12月4日以後30日間隔で

1~6 ヶ月後に耕起調査 (10) ， (11)， (12)， (13)， 

(14)， (15)， (16)区をそれぞれ設けた.各区とも最終

調査は7月2日に前固と同じ大きさの橿で調査した.

第5回試験……1951年10月5日に東隣ゅの還元田

1年目の土を使用し，第7図のように試験した.この

年は6月下旬から周囲の圃場が全部水稲田に還元され

たので， 7 月 ~9 月期間は第 3 回試験同様な土壌状態

となち， 1O~6 月の期間は畑状態となった.
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1回耕区(1)は10月5日に土入れ後，翌年の 10 語研 ， 1・

月5日まで放置， (2)は10月から毎月，すなわち. t ー竺すオ丁存~ 伴μm併
を士封封卦H-Uよ弘山~こ
第7図棟地園第5回試験の耕

同一区を年聞に12回， 6回耕 (3)，(4)は2ヶ月

毎，すなわち，同一区を年間6回調査耕起した.同様

に年間4回耕区 (4)，(5)， (7)は3ヶ月毎に，年

間3回耕区の (8)，(9)， (10)， (11)は4ヶ月毎に，

起及び雑草群落調査日
(1951-53) 

年間2回耕区の(12)，(13)， (14)， (15)， (16)は5ヶ月毎に， 同じく(17)，(18)， 

(19)， (20)， (21)， (22) は 6 ヶ月毎にそれぞれ調査耕起した.以上，年間 2~12 回耕と
も毎月上旬 (5日〉に調査，耕起できるように配置し， 72区試験区を設け， 900cm2権で前
年同様に調査した.

2. 試験結果

裸地圃の第1回~第5回試験成績において，耕起から調査までの放任期間の長いものに

は成熟枯死株が見られるが，この成熟枯死株を含めた種類数，株数，重量を出現量とし，

それを除いたものを生存量とした.以下特別に明記しないかぎゆ生存量である.

第1回試験成績
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所定のそれぞれの試験期日における発生雑草種類別の株数，重量および生育状況〈符

号)は附表1のようであ札また，各処理区の雑草を合計した群落量(全種類数，株数，

重量)を附表1の下段および第8図に示した.

各期群落に出現した雑草の平均種数は(8)区を除いて4-17種で，全25区 (20.3mり

を通じて34種が見られ， それら種類別の総株数， 重量(括弧内〉と大きいものからの順

量軍
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第 8図裸地圏第 1回試験

耕起の時期，回数と0.81m2当りの雑草量 (1949年2月17日-7月4日〉

位を示せば，メヒシパ5367本， 5467 g (1 )，タデ類2912本， 5150 g (2)， (サナエタデ，

イヌタデ，ハルタデ幼時の区別困難で一括した)，ツメクサ702本， 419g(5)，ノミノフ

スマ 526本， 32Ig (6)， カヤツリグサ(コゴメガヤツリ，タマガヤツリー括)325本，

95 g (13)，ノピェ 300本， 151g(9)，ミズガヤツリ 262本， 229g(8)，スズメノテッポ

ウ217本， 690 g (4 )，イヌガラシ168本， 902 g (3)，ムシクサ151本， 115 g (11)， セ

ンダングサ147本， 277 g ( 7)であった.そして各期群落の種類数，個体数，重量は耕起

回数，調査時期，耕起から耕起までの期間の長短によって大きくちがっている.

まず耕起回数のちがいから見た出現延〈合計〉種類数では2回耕の(7)と 3回耕起の

(10)， (11)， (12)が多い.それら4月20日-6月10日の時期の調査では，いまだ，冬

季1年生のノミノフスマ，ツメクサ，スズメノテッポウ，ムシクサ， ミミナグサなどが生

育，開花してお仇加えて，多年生雑草のイヌガラシ，ヂシパリ，スギナと，初夏に発生

するサナエタデ，メヒシパ，エノキグサ，オニタピラコなど¢混生のためである.逆に生

存種数の少ないのは1回耕(1)の2月17日から7月4日までと， 2回耕 (9)の2月

17日から6月30日までの放任区の生存量は430本， 310-340gと，どちらも最小である.

それらは冬季1年生雑草がこの時期に成熟枯死株が多くなるためであゆ，それらを加え

た出現量は，株数62C.....f4(;本， 重量 ~9( ，.._ 14C(gと多かった. また叡走巨数¢多い3回

耕(10)の延株数は1107本で全区で5番目に大きいが，延重量は444gで10番目に小

事い.しかし， 同じ3回耕においても(11)， (12)の延株数は(10)と殆んど同じ1030

-1210本であるが，延重量は(10)の3倍以上の1330-1480gとなっている.その理由

は第2回目の調査耕起が(10)5月31日のそれよち(11)は10日， (12)は20日間だけお

そいので，この聞にメヒシパが320本， 90 gから430本， 600 g ，タデ類は82本， 70gか

ら120本， 570 g ， イヌガラシは10本. 20gから60gのように株数の増加はわずかであ

るが，重量の急増による.この生長関係は2回耕の第2回目の耕起を4月30日以前に行な

う(2)，(3)と， 5月10日以後に行なう (4)，(5)， (6)， (7)， (8)， (9)とにも見

凸
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られる，すなわち， 4月30日以後は10聞のちがいが株数とくに重量を大きくちがえた.

たとえば， (3) 4月30日のタデ類は293本， 84 gが (4)5月10日には317本， 338 g 

に，同じくノミノフスマ 16本， 5 gが47本， 73gに，スズメノテッポウ 29本， 62 gが54

本， 170gに，ムジクサ3gが46gに，また(4)5月10日のイヌガラシ 10本， 37 gが，

(5)5月20日には25本， 141 gにそれぞれ増加する.また5月20日を境として，それ以

後は夏季1年生のメジヒパ，ノピェ，カヤツリグサ，センダ γグサなどが発生，生育の大

き時期で，最優占種のメヒジバをとって見ると，その発芽は(5)5月30日区のものから

見られはじめ， 6，7月において多くなるのであるが，この試験では，とくに5月10日頃

が発芽適期と見られ，この時期に裸地となる (4)5月10日耕が，それ以前の 12月17日

耕の(6)ベ7)，(8)，(9)および(2)4月20日耕，(3) 4月30日耕のものよりも株数，重
量がきわめて大きい. その理由は4月30日以前の耕起ではすでに先に発生しているサナ

エタデ，その他がメヒシバよヲも大きく生育するためである.一方，メヒシバの除去の点か

ら見て (2)，(3)，(4)の5月10日以前の耕起と， 5月20日以後の (5)…(8)耕起区
とでは，後者は発芽中のメヒシバが除去されるので，その株数，重量はきわめて小さし

最高区でも前者の1/3-1/5にすぎない. このように， 4月上旬以後は雑草の生育を許す

期日が10日ちがえば株数， とくに重量のちがいが大きく現われてくる. よって， 3回耕

(10)のように各期の群落の重量が小きいうちに除去できる耕起日の選定が大切である.

第2回試験成績

第2回試験の各群落の構成種類の株数，重量組成表は省略したが，この調査26区 (21.1

m2)の全構成種類は36種で，全株数，重量(括孤内〉の順位はザナエタデ7444本， 8039 

g (1)，ツメクサ3247本， 215 g (4)，カヤツリグサ1940本.223 g (3)， ノミノフスマ

1883本， 202 g (5)，メヒシパ1543本， 54H (2)，ヒデリコ 1270本. 65g(9)， スズ

メノテッポウ 879本， 9U(8)， ノピエ 876本， 61 g (10)，ムシクサ770本， 43g (12)， 

エノコログサ699本， 102 g (7)，イヌガラシ447本.59 g (11)，イヌタデ399本， 127 g 

(6 )， ミズガヤツリ 230本， 22g (14)，ハハコグサ198本， 199 (15)で第1回試験のそ

れとはヒデリコが多い他はあまり変うがない.各期の群落量(種数，株数，生重量〉は附

表2.第9図のようである.
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第 9図裸地圏第 2回試験

耕起の時期.回数と 0.81m2当りの雑草量 (1950年2月23日-6月21日〉
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附表2，第9図によれば， 第2回目の耕起が5月2日から10日間ずつのちがいは群落

量を大きく左右し，その推移の傾向は前年の第1回試験とほぼ同じである.しかし，発生

株数が前年の2倍以上見られたのに，重量はかえって前年よゆ小さい.そのちがいは前年

より各区の耕起開始時期がおくれ， しかも，最終調査が約15日早いためと，雨量が前年

よち多く，比較的乾燥を好むメヒシパが少なくて，やや湿地生のサナエタデが前年の約2

倍あり，それらは重量が大きくなれまた6月上旬以後に多発する湿地生のカヤツリグ

サ，ヒデリコなどの株数がきわめて多い.にもかかわらず，最終調査日が早いために，そ

れらはサナエタデ，メヒシバよりも重量が小さいことが大きな原因である.

第3回試験成績

本年から東隣ゅの転換畑ではこの年の6月下旬から水稲田に還元したため，一時的には

湛水となった，土壌は常時飽和の状態で，附表3の種類組成表のように，畑地に多いメヒ

シパ，イヌタデ，エノコログサなどが少なくて，つぎのように，殆んどが湿地生雑草であ

る.調査28区 (2.5m2)の全株数，重量〈括孤内)の順位は，第1のヒデリコ 5182本，

862g (1)がとくに大きしつづいてコゴメガヤツリ 407本， 166 g (3)，キカγグサ286

本， 59 g (5)，アゼナ190本， 3n (6)， アプノメ 157本， 28g (7)， ミゾハコベ138

本， 4.2g(12)，……イヌガラγ100本， 12g(9)，エノコログサ93本， 2.H (15)，・

アゼトウガラシ64本， 26 g (8)，ノピエ40本， 180g(2)，アゼガヤ21本， 8H(4)の

ようである.また各期の群落量は附表3の下段および第10図のようである.
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第 10図裸地圏第 3回試験
耕起の時期，回数と900cm2当りの雑草量 (1950年7月1日-9月30日)

附表3，および第10図によれば， 2田耕の場合の種数は7月1日の耕起から9月15日

までに900cm2当"6......，10種，9月15日-30日までに5-12種， 28区の全種数は36種で

あった.そして，その株数，重量は7月1日耕から (2)7月17日の162本， 6g，(3)8

月1日の499本， 1U， (4) 8月16日の586本， 115 g， (5) 8月31日の512本， 200 

g， (6) 9月15日の322本， 312gのように，とくに重量が8月上旬から9月15日まで

急増し.それ以後急減じた.株数は7月上旬から8月上旬まで急増し， 8月16日ではわず

かに増し，それ以後は減少をはじめ小さくなった.それは生育期間の短いヒデリコ，カヤ

ツリグサ，キカシグサ，アゼナなどが多数を占め，それらがその聞に漸次成熱，枯死するた

-12 -



めである.つぎに3回耕の場合の延株数は， 7月1日から 30日おきに耕起する (11)の

958本が最大で，つづいて 7月1日から 15日おきに2回耕起する(7)の 760本が多い，

それらはヒデリコが圧倒的に多数を占める. しかし，逆に，それらの重量は 60~80g で

最小である.2，3回耕を通じて重量の最大は2回耕の (6)の312g，つづいて 3回耕

(10)の256gであった.この 15日聞にはヒデリコ，ノピエ，キカシグサ，アゼナ，アプノ

メなどが急に大きく生育する.たとえば，(3) 7月1日から8月1日にヒデリコ 421本， 8 

gがそれより 15日後には(4)543本，6n， 30日後には (5)475本， 157 gのように，
また (8)7月17日耕から8月16日にはヒデリコが 59本， 19 g， (10) 9月15日には 143

本， 166gと4........8倍にも増している.2，3回耕を通じて延株数の最小は(6) 330本であ

り，前述した最大の (11)との差は 3倍以内であり，一方の延重量は逆に (11)の60gと

(6)の320gとでは5倍以上のちがL、がある. それによって作物の生育害を防ぐ点から

株数を小さくする (9)，(10)よりも重量を小さくする (8)，(11)のような耕起配置が

望ましいにちがいない.

第4回試験成績

との第4回試験は試験期聞を

10月5日から 7月2日まで，

やや長くして耕起の間隔も 30

日間に延し，あらたに， 4， 5 

回耕区を設けた.その種類組成

表は省略したが，群落量は第

11図のようである.

第11図によれば 10月5日の

土入れと， 1ヶ月おくれた 11

月5日*の土入れとでは， 2回耕

の第1回目調査において， 900 

cm2当。株数， 重量が前者の

最大である 355本， 118g にえ

らべて，後者のそれは 208本，

3Uでかなり大きくちがう.そ

れは 11月4日耕は 10月5日耕

よりも平均気温が7~8 oc低
い時期(最高気温の月平均は

10月カ'240C，11月カ.170C， 
同最低気温は 10月が 12.20C，

11月4.80C)のため10月耕の

方が冬季1年生雑草群の年内の
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第 11図裸地園第 4回試験

耕起の時期，回数と 900cm2当りの雑草量

(1950年 10月5日-1951年7月2日〉

キ註 11月5日耕の土入れは10月5日開始のものと同じものをとって，それと同時に画場に拡げ
たままおき，それを 11月5日に土入れしたが，そのとき表層に冬季1年生雑草が900cm2 

当り 56-93本.O.3-2.3g発生していた.よって，この11月5日の盛土を第2回耕と見れ
ば3回耕と見倣すこともできる.



生育がよいためである. この10月4日耕起から5月31日までの2田耕では株数80"""

355本，重量1"""118 gのように，ともにそのまま長くおくほど大きくなゆ， とくに (8)

5月3日調査は335本， 118 gで，それらは全区を通じて最大である. しかし， それから

後は成熟枯死株が出来るため (9)6月2日， (1) 7月2日区では100本， 40g以下に減

少する. 10月5日耕起始めで2"""5田耕の延株数，重量の最大は10月5日から3ヶ月後

に耕起，以後は2ヶ月おきに耕起した4田耕の (21)で1160本， 83 gである.すなわち，

この区は10月5日から1月3日までにツメクサ，ノミノフスマ，ハハコグサ，スズメノテ

ッポウなどを，とくに， 3月5日から5月3日までにはザナエタデ，ツメクサ， ノミノフ

スマを， 5月3日以後はヒデリコ，カヤツリグザを多発し，大きくなったためである.逆

に，重量の最小は10月5日から2ヶ月毎に耕した5回耕(23)の33gで，この区の4月3

日から6月2日期間にはやや4ナナエタデが大きくなるが， 6月2日から7月2日までにカ

ヤツリグサ，ヒデリコなどの発生がいまだ小さく，なおそれらが生育初期に除去されるた

めである.このように，耕起時期が優占雑草の発生適期にあたれば，その株数がきわめて

多くな札その時から長〈放任すれば重量が大きくなる，そのため群落の相観は著しくち

がってくる(図版1ー 2参照).なお，この第4回試験の各群落を構成種類別に合せた56区

(5.04m2)の全株数，重量(括孤内〉の多い順位は，ヒデリコ 2503本， 10 g (16)，カヤツリ

グザ1475本， 18 g (12)，サナエタデ891本， 162 g (2)，ツメクサ 681本.44g(8)，セ

ンダングサ410本， 342 g (1)，メヒシパ403本， 108 g (3)， ノミノフスマ 387本， 35 g 

(9 )，エノコログサ301本， 50g (5)，ハハコグザ246本， 17 g (14)，ヒメムカ γヨモギ

208本， 45 g (7)，イヌガラシ206本， 62 g (4)， アゼガヤ 178本， 9 g (18)， スズメノ

テッポウ171本， 46 g (6)，ムジクサ151本， 18 g (13)， ミミナグサ 112本， 29 g (10)… 
・・ノピエ 69本， 6.6g(21)， イヌタデ69本， 8.5g(19)，ハナイパナ 54本， 27 g (11)で

あり，ヒデリコ，カヤツリグザは株数が多数で第1，2位を占めるが，いまだ生育初期なの

で重量は小さくて第12.16位である.この第4回試験が第1，2回試験と大きくちがうと

ころは，セγダングサが多発して，その重量が第1位を占めたことである(次項参照). 

第5回試験成績

第5回試験は各権を 1，2，3，4，5，6ヶ月毎に各上旬に耕起し，その直前に900cm2内

の雑草を抜取って調査した.すなわち，同じ権で年間12田耕(1ヶ月毎)，同6田耕(2ヶ

月毎)，同4回耕 (3ヶ月毎)， 同3回耕 (4ヶ月毎)， 同2回耕 (5，6ヶ月毎)，同 1田

耕(1ヶ年開放置〕を設けて調査した，その各群落の種類別組成は附表4，5，6(4，5， 

6ヶ月毎耕の調査表は省略)のようである.その詳細は次項群落の種類，生活型組成，密度

およびその季節的変化において述べているので，ここに，まず年間72区 (6.48m2)を通

じて，各群落の優占，次優占種の延株数，重量(括孤内〉とその大きいものから!慣に述べ

れば，イヌタデ1316本， 153 g (6)，エノコログサ1299本， 1035 g ( 1 )， ヒデリコ 1007

本， 195g(4)，サナエタデ772本， 41 g (14)，ハハコグザ660本， 34 g (18)， カヤツリ

グサ 648本， 58g (11)，キカシグサ588本， 120g(7)， ミミナグサ583本， 66 g (10)， 

メヒシパ420本， 438 g (2 )，アゼナ 378本， 34 g (19)，ツメクザ 344本， 9 g (35)，キ

ウリグサ332本， 105 g (8)， タカザプロウ 191本，21n (3)， ミズガヤツリ 185本，

186 g (5)，エノキグサ 179本， 50 g (12)，のようであり，その他株数は小さいが，や L
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重量の大きいものはギシギシ91g (9)，ノピエ 46g (13)などがある.つぎに年間の耕起

回数，時期と各群落量〈種類数，株数，生重量)との関係は附表7，第12図のようである.

附表7，および第12図によれば年聞を通じて同一土地で900cm2当切の単位面積から発
生する延種数は毎月耕起の 12回耕が，最大で99種， 6回耕の生存種数62(成熟枯死を含

めた出現種数64)，4回耕の49(52)，3回耕の42(49)，2回耕 (5ヶ月毎耕〉の26(37)，

同じく 2回耕 (5ヶ月毎)の26(32)の順に少

なくなっている. また， 900cm2当りからの延株
数は12回耕が最高で1298本， 6回耕の生存株987

本(出現株991)， 4回耕710本 (821)， 3回耕

628 (743) ，最小は2回耕 (5ヶ月毎〉の242本

(371)，同重量では4回耕の216gが最大で， 12 

回耕の73gが最小である.それらは，平均1回当 本

。では生存種数は10-13の範囲で区間差がきわめ 14∞ 
て小さいが，出現種数では耕起回数の少ない2回 1蜘

耕が19，3回耕が16，4回耕が13，6回耕と 12回

耕が 8種である.このように耕起回数が少ない 剛

ほど多い.しかし平均1回当りの株数は， 3回耕

の生存株209本(出現株247)が最大で， 12回耕

の108本が最小であ札同生重量では2回耕 (5

ヶ月毎〉の 75gが最大で， 12回耕の 6gが最小

である.以上のように，一定地面からの年開発生

延種類と株数は，年間の耕起回数が多いほど大き

し生重量では逆に耕起回数の多いものほど小さ

く，そして 1回当りでは3者とも回数の多いもの

が小さい.それらの関係は第1~4'回試験と同じ

種類敏

本散

く耕起回数よゆも，むしろ，耕起の時期によって J同母口同 lt;t''al 2:1: B P 1011 5 6 7 3 4. 2 1 

ちがう.この事実は作物下の中耕除草が幼雑草の

うちに除去できるように，その時期を選定してか

らその耕起回数をきめることの重要さを意味して

いる.

第12図裸地圏第5回試験
耕起の時期，回数と 900cm2当
り雑草量

(1951-53年〉

V. 裸地圃雑草群落におけ~各雑草種類の頻度，

種類別の個体，重量100分比と群落の種類，

生活型組成の季節的変化

前項で記述した裸地圃における中耕の時期，回数とのちがいと，各期の具体的な個々の

雑草群落の種類，株数，重量組成から作物の一季節に相当する期間，または年聞における

裸地圃での綜合的(抽象〉群落構成の各種類と，その出現度，全群落に対する各種類別の

個体数，重量100分比をー表にまとめて，作物を休閑した棟地闘で水稲，麦作物期間およ

び年聞を通じての優占種群と下位種群の関係を知ること，また第5回試験における毎月耕
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起から 1~6 ヶ月放任したときに生ずる各群落の種数，個体数，重量，および草高の季節

的消長，あるいは，各国試験毎に主要構成種類を引出して，その構成各種類の発生始期，

生育期， 開花結実，枯死および株数，重量， 草丈などの調査から，各種類の生育環図を

作った.

まず，第4表には裸地固における第1.......5回試験の各雑草群落を潜成する種類の頻度，

株数，重量をそれらの総計に対する 100分比でまとめた.

第4表によれば第1， 2， 4回試験のように10月5日，または2月中，下旬の耕起から

6月下旬までの期聞に1.......5回耕起して生ずる群落，それらは，大体当地方の裏作栽培に

相当する期間であるが，発生頻度が90%以上の種は，春に発生するサナエタデ，初夏か

ら生ずるメヒシパの2種であち，それらは，また全種類の株数，重量に対する割合も最大

である.すなわち.サナエタデが株数で9.4-33%，重量 15~80%， メヒシパは株数が

4.3.......45% ，重量が 5.4~37 %で優占種であ~ ，ついで秋から春に発生するスズメノテッポ

ウ，ツメグサ，ノミノフスマなどは頻度60.......100%，株数2.......14%，重量1.......5%で全般

的に見て次優占種群といえる.しかし，株数，重量とも前二者との隔切がきわめて大きい.

また，第5回試験ののように，冬~夏作物の一年間通じて，初夏に発生するエノコログサ

が株数11.3%，重量30%で最も大きしつづいてメヒシパ3.7，12.7 %，ヒデリコ 8.8，

5.6%， それぞれイヌタデが11.5，4.4 %，サナエタデ6.7，1.2 %，タカサプロウ 1.7，

6.3%，コゴメガヤツリ 5.7，1.7 %，キカシグサ5.1，3.5 %，ノピェ 0.4，1.3 %と，秋

から初春に発生するミミナグサ5.1，1.9%，ツメグサ3.0，0.3 %，ハハコグサ 5.8，1.0 

%， キウリグサ2.9，3.0 %などが比較的多い種であり， それらの頻度は55.......100%であ

る. また，第1.......5回試験で多年生雑草ではイヌガラシが株数1.5.......2.2%，重量0.6....... 

6.1%， ミズガヤツりが 1.1-2.2%， 0.2.......5.4 %で大きい方である.

第3回試験のように水稲作に相当する期聞く7月.......9月〉で，湿潤畑の状態で発生す

る雑草群はヒデリコが圧倒的に多く頻度97%， 株数70，五， 重量58%で最優占種であっ

た.ついで，それぞれコゴメガヤツリ 78，5.4， 11.2 %，キカシグサ， 63%， 3.9， 3.9% 

であり，その他の種は頻度40-60%で， アゼナは株数2.6%，重量2.5%， ノピ""，

0.5， 12.1 %，アプノメ 2.1，1.9 %などが太きい方に属する. その他， アゼガヤは頻度

22%，株数0.3%と小さいが，重量は5.7%で第4位である.この第3回試験は湿地状態

であったのでメヒシパ，エノコログサなどは発生が少なかった.

上記の各雑草はいわゆる優占種，または次優占種であるが，センダングサはそれらとち

がし、例外的の存在であった.すなわち，第l回試験では頻度53%，株数1.3%で11位，

重量1.9%で 7位であ~ ，第2回試験ではきわめて小さし最下位群であり，第3回試験

では全く発生がない. しかるに，第4回試験では頻度88%，株数4.1%で5位，重量は

31%で第l位を占めて最優占種とな札そして，また第5回試験では最下位となっている

これは本種が耕地雑草群落においては優占種となるのは，むしろ例外的の場合と見られ

，第4回試験の多発の原因は用水溝に近いところの転換畑の土を権に入れたので，たまた

ま，センダングサの種子がそこに多く落ちていた土を取って権に入れたためと考えられる.

また第5回試験は既述しているように，毎月上旬に耕起する区をつくり，各月とも 1....... 

6ヶ月聞に放任して生ずる 72区の各群落の構成種の個体数，重量組成，草丈の調査をし

た.そのー部成績が附表4，5，6であった.この第5回試験において年聞に発生する綜合
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第 4表 棟地園雑草群落の頻度，株数，重量の百分比

第 1回
2月第23冒246月回21 日 7第月1日3→A月回初日 1第0月4回 第 5回

頻度月i本数日→J月|2量震H M 室時1本数，，1 量重% 頻度%||l5本数8.... り7月r量重日% 頻度10%月r日本数ー叫%}4||15 R量重' % 雑 草 名 売|室Jえ
ミミナグサ 801 11.001 1 1 0.7 25 0.4 

1112j7151 
1.9 

ツメタサ 1001 5.91 3.3 73 14.1 2.2 7.21 4.0: 79: 3.0 0.3 

ノミノフスマ 841 4.41 2.2 62 8.2 2.01 41 0.1 ー 1001 4.11 3.21 641 1.1 0.2 

スズメノテッポウ 791 2.1 5.1 50 3.8 0.9 28 0.5 0.03 75 1.7 4.2 611 1.6 0.2 

ヤエムグラ 131 0.02 0.02 91 0.1 o.ω 111 0.1 0.1 511 1.0 0.6 

ハハコグサ 631 1.0 0.6 39 0.9 0.2 5 -: 0.01 591 2.61 1.5 551 5.8 1.0 

ム シ p サ 691 1.3 0.8 44 3.4 0.5 59 1.5 1.6 461 0.7 0.1 

キウリグサ 331 0.03 0.01 40 0.7 0.2 15: 0.5 0.03 31 0.4 0.9' 35 2.9 3.0 

ヒメムカ シヨモギ 101 0.1 0.4 51 1.5 0.2 661 2.2 4.1 221 1.1 0.8 

カラスノエンドウ 61 -! - 0.1 191 0.07 0.03 
，、 コ d、- 131 0.1 0.1 131 0.1 161 0.2 0.01 

コイヌガラシ 51 0.11 0.05 241 0.2 0.3 171 0.06 0.1 

レ 〉〆 ゲ 141 0.1 0.1 810.02 -: 13 0.04 0.01 131 0.03 171 0.07 0.1 

イヌノフグリ 111 0.2 251 0.5 0.03 

オニタビラコ 38 0.2 0.3 810.01 0.1 131 0.3 0.1 

スズメノカタピラ 10; 0.01 131 0.01 

スカシタゴボウ 61 0.1 0.05 

ナ ズ ナ 191 0.14 0.4 

ノ ザ シ 131 0.02 0.1 

キツネアザミ 131 0.01 0.05 

タ ガ ブ 、ン 131 0.03 0.01 

スズメノェ γドウ 131 0.01 0.03 

カワジシャ 141 0.03 

タネツケパナ 20 0.04 0.11 31 0.02 39 0.3 0.1 47 0.6 0.6 

ハナイバナ 30 0.5 0.31 8 0.11 0.02 171 0.5 2.5 29 0.4 0.5 

キツネノボタン 25 0.03 -: 4 19 0.1 1.0 29 0.4 . 0.3 

ムラサキサギゴケ 211 0.1 0.1 61 0.1 0.03 16 0.1 0.2 35 1.6 1.1 

サナエタデ 95 32.5 80.3 94 9.4 14.7 100 6.7 1.2 
24.5 34.8 

イヌタデ 42 1.7 1.4 20 0.2 0.3 45 0.7 0.8 69 11.5 4.4 
メ ヒ ツ ..、. 100 45.2 36.9 88 6.7 5.4 18 0.1 0.5 100 4.3 9.8 86 3.7 12.7 
ヒ デ リ コ 131 0.1 -: 68 5.6 0.7 971 70.1 57.9 89 26.5 0.9 691 8.8 5.6 

エノコログサ 77 3.1 1.1 32 1.3 0.2 86 3.2 4.5 761 11.3 29.9 

タカサ プ ロ ウ 23 0.1 0.03 141 0.9 0.3 62 0.3 0.3 741 1.7 6.3 

コゴメガヤツリ 791 2.7 0.7 73 8.5 2.2 781 5.4 11.2 89 15.6 1.7 81 5.7 1.7 

トキ γ ソウ 40 0.5 0.1 45 0.5 0.5 77 0.8 0.1 69 0.6 0.1 

エノキグサ 47 0.8 0.4 54 0.4 0.2 2 一 一 63 0.3 0.6 691 1.6 1.4 
キカシグサ 631 3.9 3.9 30 0.05 55 5.1 3.5 

ミゾハコベ 241 1.9 0.4 55 1.5 0.08 

ア ゼ ナ 50 2.6 2.5 31 0.1 591 3.3 0.1 

アゼトウガラシ 42 0.9 1.7 401 0.4 0.7 

ア ゼ ガ ヤ 61 0.6 0.11 16 0.41 0.1 221 0.3 5.7 79 1.9 0.8 401 0.4 0.3 
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(3) 頻度は出現可能期間の権数に対する出現権数100分比，本数，重量は合計量に対する

100分比で示した.
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存36種， 2ヶ月毎耕では同

39， 3ヶ月では43(出現44

種)， 4ヶ月では50(52)， 

5ヶ月では46(53)， 6ヶ月

は47(53)，全72区 (6.48

m2)での実種数は71，出現

延種数は1014，生存延種数

は854，成熟枯死株を除い

た株数は11450本，重量は

3235gであった.

第13図は第5回試験の成

績から1~12 月の耕起月別

にわけ， その月から発生し

た雑草を 1，2，3，4，5，6
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出現度が3以上の種類につ
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(・)の生活環図を示した.

第13図によれば，各雑草
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きには，夏季1年生のものが秋に発生して初霜後一斉に枯れるものがある.すなわち，こ

の図では Tw(冬季1年生〉は秋に発芽して越冬し，翌春あるいは初夏から夏に開花，

結実，枯死して種子で越夏する. Ts (夏季1年生〉は春および初夏に発芽して， 夏から

秋に開花結実，枯死して種子での越冬が示きれ，多年生の Ch(地表植物)H (半地中植

物)G (地中植物〉は春，初夏，または秋に発芽して，地上部をそのままで，または地下
部を越冬夏している.しかし，当地方ではハナイバナ，ヒメムカシヨモギ，キツネノボタ

γなどは秋から春はTwとし，春から秋にはTsとして生存が示され，殆んど年中発生が見

られた.それで，この図では地上部生育が年中見られる多年生と同型で示きれている.以

上，それら各種とも大体において， Tw， Ts， Ch H， G，などの生活型のうちのどれか， 1 

つ，まれには2つの生活型で示すことができる.

また第5表および第14図は各耕起月別に各期群落の種数， 株数，
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の構成種を上位15種をとって，その本数と重量とを図示した. それらの数値は各月で聞

きがかなゆ大きいが，まず耕起月別に大きい種類をあげれぽ1，2，3月の耕起始めではサ

ナエタデ，イヌタデ，エノコログサ，カヤツリグサ，エノキグサ， メヒシパ， とくにエノ

コログサの重量が7，8月に大きい. 4，5月耕ではエノコログサが 7，8，9月に，メヒジ

バが 8~10 月に代表せられ，その他イヌタデ，エノキグサ，カヤツリグサが 5~9 月に，

6月耕ではメヒシパが7~10 月，ヒデリコ，カヤツリグサ，エノキグサが 7~9 月， キ

カシグサ 8~10 月，タカサプロウが 9~12月に多い， 7 月耕ではヒデリコ，キカシグサが

8~10月，タカサプロウ 9 ~12月，アゼナ，アプノメ，カヤツリグサが 8 ， 9 月に多く， 8

月耕ではヒデリコ，アゼナが9，10月に，キカシグザ，タカサプロウが 9~12月に多く，

加えて， ミミナグサ，ノミノフスマ，ツメクサが8月耕から発生をはじめた， 9月耕では

ミミナグサ，ツメクサ， "...ハコグサ，スズメノテッポウ，イヌガラシが 12~3 月に， 10月
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第 5表 裸地闘第5回試験の耕起月日IJによる毎月の雑草群落量(生存株〕

(種数)

| 観察月 |合|平

耕起月 11月 12 1 3 1 4- 1 5 J_6 r 7 1 8 1_ 9 -1 10 I 11 I 12 1計 l均
10月耕起 11 12 17 

119901 i 1 
8 9 76 13 

11 "" 
2 4 7 15 5 42 7 

12 "" 1 1 2 16 17 47 8 

1 "" 
。2 5 15 19 15 56 9 

2 "" 
。 6 14 17 16 15 68 11 

3 "" 
6 12 18 19 15 12 82 14 

4 "" 
11 12 13 11 11 8 66 11 

5 "" 12 10 10 8 7 63 11 

6 "" 
12 19 22 9 5 87 15 

7 "" 
15 15 13 12 9 74 12 

8 "" 
11 18 19 14 96 16 

9 "" 14 15 18 18 18 97 16 

22l514141  
5~ 1 阿

川
刊
一

数

::1 112:18711 12 

10月耕起 55 65 121 113 35 151 404 67 

11 "" 
2 11 24 128 92 20 277 46 

12 "" 2 1 4 88 148 163 406 68 

1 "" 
。3 139 321 195 132 790 132 

2 "" 
。::101 376 420 154 109 1360 227 

3 "" 135 151 322 394 152 1251 209 

4 "" 
120 153 146 137 96 59 711 119 

5 "" 
106 62 91 182 150: 60 651 109 

6 "" 147 327 304 31 35 1222 204 

7 "" 73 
302 249 111 38 1217 203 

8 "" 236 379 2961 124 229 

9 "" 287 234 550 2631 218 1786 298 

221212175l :ui1;;:|明1211211;:11215到す1211;;
(重量)g 

唱
E
A

唱
E
A

唱
E
A

。月刊 191団 41121.1 0.3 -，1200.6 33.4 
1 "" 1 -1 1.21 5.81 8.9 0.5 59.8 10.0 

2 "" 1 -1 0.11 0.51 4.6 28.31 17.6 51.2 8.5 

1 "" 
。。1.2 11.6 32.7 94.1 139.6 23.3 

2 "" 
。2.4 14.2 50.6 51.6 97.7 216.5 36.1 

3 "" 
1.0 5.421.5130.072.| 1 186.4 157.0 501.3 83.6 

4 "" 
1.~ 25.~ 128.~ 155.6 167.2 115.7 594.0 99.0 

5 "" 
2 .51 30.2i 204.2 165.7 207.1 13.5 623.2 103.9 

6 "" 
6.5 41.3 123.9 74.5 9.4 3.3 258.9 43.2 

7 ~ 13.7 47.3 136.8 118.1 72.9 3.8 392.6 65.4 

8 "" 21.8128.7 
11.1 22.9 153.4 25.6 

9 ~ 33.3: 29.01 43.5 2.41 9.8 16.1 134.1 22.4 

2212121131121引刻ぅ;121:;;:;(引314f1m521
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耕ではキウリグサ，ハナイパナ，ギシギシが3，4月に， 11， 12月耕ではヤエムグラと 4

月以後にサナエタデ，イヌタデが多くなる.そして，この図では群落量(株数，重量〕な

らびに構成種の種類別生産量の順位と，発生から消失月別の季節的推移の関係がよく示さ

れている.またこの耕起月別の四季における群落の草高の高低と，主要構成種類別の草丈

を第15図に示した.

第15図によれば，群落の草高の低い時期は 9，10， 11月耕を 1，.._，6ヶ月後まで放任し

たときである. つづいて 8，12， 1月耕が低く， 最高は 4，5， 6月耕で 7，.._，10月の調

査， 2，3月耕で8，9月調査であった.それらの群落草高の最高はエノコログサ，メヒシ

パの開花期の草丈で示され，草高の低い8，.._，12月および1，2月耕では，ヒデりコ，キカ

シグサ， ミミナグサ，ノミノフスマ，スズメノテッポウ，サナエタデなどの草丈で示され

ている.その図によってどの種が伺月耕の何月に群落の表層にでてくるか，その種類の移

ちかわゆと同時に上位，中位，下位層を形成する種類の最高草丈がわかる.つぎに第5表，

第16図から各群落全体の 9∞cm2当ゅの株数，重量の増減の季節的変化を見るに，株数
'10月耕 U月緋 12月緋 1月緋 2月耕 8月餅 4月緋 5月続 6月緋 T月耕 8月緋 9月耕

種

数

ω品10月餅 11月緋瑚緋 1月緋 2月耕 8月緋 4月緋 5月緋 6月掛

一閉山相

E
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6

川殴一九悶
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民
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悶
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重
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第 16図裸地闘第 5回試験

耕起月のちがいと 1-6カ月間の各群穫の種数，本数，重量

は1月耕が2月から5月までにo，.._，321本， 2月耕が3月から6月までに0，.._，420本と急増
し，それら以後は100本台に急減した.重量は1月耕が7月までにO，.._，9H，2月耕は8

月までにO，.._，98gとなゆ， それらは前述のように8，.._，12月耕の冬季1年生の種類に代っ

て， 4月から発生するサナエタデ，イヌタデ， 5月からのエノコログサ， 6月からのメヒ

シパで代表される. また3月耕では株数は 7月まで135，.._，394本，重量は8月までに1-

-24ー



186 gと急増し， その後9月には97本， 157gと少しずつ低下した. 4月耕では株数は6

月まで135-151本に， 5月耕では9月まで同106-182本に増し， 以後は少しずつ低下し

た.同月耕の重量はれ 10月まで2-167，3-207gと急増している. これはエノコログ

サ，メヒ γパの2種で代表され， 1株重が大きいので株数に比べ重量割合がきわめて大き

い.6月耕では9月までにそれぞれ147-378本，7-124g， 7月耕は302......444本， 48......137

Eに増加，以後3.-14gまでに漸減した.この期間は，ヒデリコ， メヒシバ，ついでキカ

シグザ，タカサプロウ，アゼナ，アプノメ，カヤツりグサなど比較的多くの種類で代表さ

れ，株数の割合が重盈よゆも大きく示されている.8，9月耕ではさらに株数が重量よりも

大き<， 前述7，8月耕の種類に加えて9，10月からミミナグザ，ノミノフスマ， ツメ

クサ，ハハコグサが混生し種類が多くなった. 10-12月耕では株数は10月から3月，ま

たは 6月までに1∞本台に， 重量は10月耕が0-121g， 11月耕 o-43g， 12月耕O
-28gとなった.との期間の初期はキウリグザ，ハナ壬J旬、，ャームダヨ.ギシギジ，4 

e 月以後にはサナエタデ，イヌタデで代表されdている.

以上は個々の群落 (900cm2 当ゆ〉に~、て，耕起月別の群落量と，上位種の発生時期と

その株数，重量，草丈の増減でみるが，つぎに，第17図のように，毎月上旬に耕起し 1

-6ヶ月間生育を許した場合の主要種

について，各種別に6区(90Ocm2x6)

の合計量(綜合的群落〉を調査月別に

その株数，重量で示せば，それらの主

要種が年聞を通巴て連続的に現れてく

る季節的消長がつかめる.すなわち，

夏季1年生乙;ts)ザナエタデ，イヌタデ

はTsのうあ最も早くて， 3月中旬から

発生する奉型 (Tse)，とくにサナエタ

デは株調怖は月に急増し，そして5月

には急に低下しているが，しかし重量

は6月において大きい.イヌタデは5

月に株数， 6-8月に重量が大きくな

る.また Tsのエノコログサは4月中

旬から発生をしはじめ， 6月に株数，

8， 9月に重量が最多となる，メヒシパ

は4月から発生して最多株数は6-9

本 ，幅H・Ts 本敏T .. 

重量

重 量

..・，シ "，.，，;; 
) 

第17図 雑草群落の年間における種類
別の株数.重量の季節的消長

月に，重量は10月に，ヒデりコ，タカサプロウなどは9， 10月に，カヤツリグサは6，7月に，

アゼナ，キカシグサは9月にそれぞれ最高になった.一方，冬季1年生(Tw)は10-11月

に発生をはじめ，そしてミミナグサ， ノミノフスマ，ハハコグサ，ツメクサ，スズメノテッ

ボウは 12月-3月，キウリグサ，ヤエムグラが3，4月にそれぞれ最大となった.しかしTs

.に比べて株数はやや少なく，重量はいちちるしく小きいことがわかる.また多年生雑草の

Ch，H，Gは年中見られるが，いずれも量的には少なかった.また第5表から耕起月別に1

-6ヶ月生育を許した6区を合計した綜合群落の生存延種数で最高は8，9月耕が約100

お



種，つぎに 6 月および 3 月耕の約 80~90. 種数の最小は 11.12. 1月耕の約50.4.5月耕

も少なく約65種であり，また延株数の最大は9月耕で約1800本，つづいて 6.7.8月お

よび 3 月耕の約 1200~1400本.4.5 月耕の約 700本が中位で. 10. 11. 12月耕の300-4∞
本が最小である. しかし，生重量では逆に4.5月耕の約600gが最大で，ついで3月耕

の500g. 7月耕の400g.2.6.10月耕の200-260gが中位で. 1. 8. 9月耕が100g台，

11. 12月耕は50-60gで最小であった.またそれらを観察月別にまとめれば，生存種数で

は5-9月観察が83-95種で多く.11.12月が60-73で中位であり.2.3月が最小で43

-48種，生存株数の最大は.6.9.10月の約1300本，最小は12月観察の520本，重量では

8.9月観察の700g台が最大，ついで10月の570g • 7月の440g.3. 4. 5. 6.11月の100

-150 g • 1.2月では約75g .最小は12月観察の47gである.それらは後述のように種数，

株数がゆるい3頂曲線，重量はするどい単頂曲線で示される(第19図参照).このように

季節によって多数個体を生じてその個体が小さいときと，株数，重量ともやや大きいとき

と，比較的株数は少ないが. 1株が大きく生長し重量の割合がきわめて大きい季節とがあ

る.また種数，株数は同期の耕起から1-6ヶ月の生育期聞には同傾向の増減があり，重

量はむしろ逆関係が見られる.しかし，以上は成熟枯死株を除いた生存株のみについて記

述した.もし，この成熟枯死株を加えれば6-10月耕ではTsが10月以後に.1-4月耕
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のTwが6-8月において，株数，重量，草丈はかなゆ大きくなる.以上，群落構成にお

ける種類的解析は，かなの多数の構成種によち，それぞれの季節に発芽，生育，開花，結

実，そして枯死していく過程を繰返している連続的な季節的変化なので，その解析は簡単

でなかった.しかしそれを次のように， 各種類を Ts，Tw， Ch， H， G，の各生活型別に類

型すれば比較的簡単に説明出来る.

第18図a，b， c は第7図の毎月上旬に耕起して，1， 2，3，4，5，6ヶ月毎に調査，すな

わち，毎月上旬から1-6ヶ月間生存を許す各群落の株数，重量の度数曲線であるが，そ

の曲線を各雑草の生活型によってわければ，その矯減の季節的変化が都合よ〈解析できる.

たとえば，生存株で示せば1，3，4ヶ月毎耕においてはっきちした3頂曲線が， 7-9月

と9-12月と 3-5月の各時期に示され， このピークは秋から初春に発生する Twと春

から早〈発芽する春型Tsと初夏から発生のTsのそれぞれ3型の発生盛期にあたっている.

しかし， 2ヶ月毎耕では9-11月の山が低いので3頂が乱れて2頂曲線に近く，一方， 1 

-4ヶ月毎耕の重量は 7-8月の時期に単頂曲線となの， それらは殆んどが， Tsの重量

によって占められ，この期聞が年間の最大重量となる.しかし， 5ヶ月毎耕の株数は 5，

9， 1月に，重量は 7，9，2月に乱れた3頂曲線を示し， 6ヶ月毎耕では株数が5，2月，重

量は8月と 3月にそれぞれ2頂曲線となって，株数の3頂および重量の単頂曲線が乱れて

a伊丹毎暢
本

事故
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重量量

第 18図同 (b)
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くる.その理由は生育を許す期聞が長いので，それぞれの時期にTsの他にTwまたはG，

H， Ch，などの重量がやや大きくなり，それが重なっているためである.

また，同図によって， Tsの株数，重量の最高ピークはその生育期聞が1ヶ月間では7

月の302本， 47g， 2ヶ月間では8月の 443本， 137 g ， 3ヶ月間では8月の 313本， 7月の

191 g， 4ヶ月間では9月の284本， 7，8月の 160g ， 5ヶ月間では5月の115本， 7，8月

の15n，6ヶ月間では6月の70本， 9月の 139gのように，株数は裸地から2ヶ月開放任で

6....，8月の候に最高となゆ， 3，4ヶ月間と期聞が長くなれば漸減し， 5，6ヶ月間では急減

する.重量は6....，8月の候に1，2，3ヶ月とその生育期聞が長くなる程増大し， 3ヶ月で

の7月が最大で，それ以上の期間では4，5，6ヶ月と長くなる程漸減する.このようにTs

の株数は2ヶ月，重量は3ヶ月で最大となる， Tseは生育期聞が3ヶ月で4月の240本， 6

ヶ月間の 6月の20gが最大，またTwは生育期聞が1ヶ月では9月の178本， 11月の 1g， 

2ヶ月間では 10月の 151本， 7g， 3ヶ月間では11月の 146本， 11 g， 4ヶ月聞の12月の

256本， 30g， 5ヶ月間の 12月と 1月の200本， 2月の54g， 6ヶ月間では2月の452本(と

の452本と大きいのは傑地から調査までの生育期間の長短の他にこの試験区が前年の5....，

7月に Twの成熟種子落下を許すまでおくことになり， 5ヶ月以内では種子落下前に取去

ることが関係している〉となる.3月の78g，このように，Twの株数は裸地から4ヶ月放任
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してし 2月頃が最高，重量は 1"""6ヶ月と生育期聞が長くなるにつれて漸増している， 7

ヶ月以上放任すればさらに増加が考えられる隼.また，多年生 (G，H， Ch)は1，2ヶ月期

間では株数，重量が各月ともきわめて小さく，大きいのは 3ヶ月生育期間の8月の 65本，

2a，最大は5ヶ月生育期間の 9月の 102本， 105gであち， 4， 6ヶ月生育期間では，そ

れらの大きさは各月平均的であり， 6ヶ月期間での株数は2月の 98本，重量は3月およ

び 10月の約40gがピークであった.
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第四図

なお，調査月別にそれらの6区を合計した綜合(抽象〉的群落量を種類，株数，重量別

に示せば第19図のようであった.同図によれば，重量は7，8， 9月を頂点とするするど

い単頂曲線を描いて7，8月が最大期で，それらはほとんどが Tsによって占められる.

他の Twは3"""5月， G.H，Chの9月の山は小さくて表面に出てこない.株数はゆるやか

なる 3頂曲線が示され， 5月には主に TseとTsの2つで， 9月はほとんどが Tsで占めら

れ，それに小さい G，Ch， Hの山が加わる， 1 ， 2月の頂点は5，9月のものより小さくて

それはTwで占めている.種数の3頂曲線は明瞭とはいえないが内容的には株数のそれ

と同型であり， t.こだ， G， Ch， H の曲線が株数のそれとはかなゆ大きい.ここではそれら

の調査は各月とも上旬に行なっているので，第18，19図で示されたよちは月の算定を 1

ヶ月早くしている.

以上のように裸地固において耕起の時期と生育を許す期聞をかえた結果， Tsに属する

種類では早ければ1ヶ月で開花をはじめ， 2， 3ヶ月ではいまだ生育をつ泣ける種数と成

熟種数とが殆んど同数になゆ， 4ヶ月では結実種数の方が多く， 5， 6ヶ月では，殆んどの

種類が成熟する.また Twは3ヶ月間では，開花結実種類がいまだ見られず， 4，5ヶ月後

に現われはじめ， 6ヶ月後では，成熟種の方が多くなの，そして 5，....，8ヶ月で枯れてし、く.

多年生雑草の中には，地上部の生存が4ヶ月位で茎葉は結実枯死を終るものもあるが，

多くの種類は， 8"""11ヶ月位地上部を生存する〈本図は省略，第14図参照).もし耕地を

*第4図試験10月5日耕で7ヶ月後の (8)5月3日区の Twは186本.94g.同11月5日耕
で7ヶ月後 (16)6月2日では133本.199であった.
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耕してからそのまま6ヶ月開放任した雑草群落では，夏では主に Tsの種頬が占めるた

め， 2"""" 5ヶ月内に，晩秩から初夏では Twが主なため， 4，....... 7ヶ月の内に， それぞれ

発芽，生育，開花，結実，枯死をく今かえす生活環と，その様造は，各種類が連続的に現

れてくる型 (pattern)で示され，そして一般に TsとTwとの交代期は初夏と秋の2回

である.しかしどの時期でも裸地となったときの温度，土湿を最適とする種類が最も早く

多く発芽して優占種とな札その種類の下に後から生えた種類は下草として終るものと，

また下草から出発して，先に占めている種類とかわるものとがある. そして， 1年以上

と放任が長いほど，多年生雑草の占める割合を増してくる，たとえば，この実験圃場で多

年に亘って削られたことのない畔の雑草群落では，構成17種のうち14種が多年生で，

Twが2種， Tsはた三一種のみであゆ， そして， 優占種はキ・シギシ， ハマスゲ， ヨモ

ギ，ヨメナ，カモジグサ・などの多年生雑草で構成せられている.

訂1E.第15図のヤマムグラはヤヱムグラ，ハハマグサはハ円コグサ，ツノタサ1-:'.ツメクサ，

第17図のエノコマグサは且ノコログサ， ミミナタサはミミナグサ，キウ)}!lサはキウロ

グサにそれぞれ誤植を訂Eする
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図版2. 耕起月のちがいによる練地圃雑草群落の相観

10月 5日耕起 2月 2 日耕起

11月 4日夕 3月 4 日夕

日ク 4 月 3 日夕

1月 3日夕 5月 3 日ク

1 9 5 1年 5 月 3 日撮影



図版L 耕起月のちがいによる裸地園雑草群落の相観

1(}月 5日耕起 2 月 2日耕起

11月 、4 日夕 3 月 4 日夕

12月 4目。

1月 3日。 5月 3目。

1 9 5 1年 7 月 2 日録 影


















